
テーマ 実践的な小学校英語の授業作り 

対象 小 使用言語 日本語 所要時間 90 分程度 

概要 

 小学校英語の授業づくりでお困りではないですか？ 

このワークショップでは、英語が苦手な先生からさらに指導力を高めたい先生まで、分かりやすく児

童が楽しめる小学校英語の授業づくりについて学べます。 

 各学校や教育委員会の目的やニーズに応じて、ワークショップの内容は弾力的に変更可能です。 

以下は、これまでに実施したワークショップの例です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師 町田智久（国際教養大学 専門職大学院 教授） 

講師略歴 

米国イリノイ大学アーバナ・シャンペーン校大学院修士課程（英語教授法専攻）及び、同博士課程（初

等教育専攻）修了。博士。東京都の公立中学校で英語科教員として 12 年間勤務。東京都教職員研修セ

ンターで教員研修の実施に従事。留学し、帰国後から国際教養大学で教鞭をとる。2015 年より現職。

秋田県教育委員会を始め、全国の様々な自治体や企業と協働して、小学校及び中学校の英語教員研修

を実施。TOEFL Primary® /TOEFL Junior® 公認トレーナー。小学校英語教育学会秋田県理事。国

内外の学会で口頭発表するとともに、各学会のジャーナルで論文を発表。小・中学校英語の検定教科書

『Blue Sky Elementary』及び『Blue Sky』（啓林館）の著作者。著書に『The 6 Principles』（TESOL 

Publication：共著）、『児童英語教育の理論と実践』（センゲージラーニング：翻訳）、『小学校英語の考

え方』（大修館出版）、『英語にぐーんと強くなる』（くもん出版）など多数。 

 

『文字指導を含めた授業の進め方』 

１：先生の英語不安を和らげよう 

２：読むこと・書くことの指導方法 

３：学びを深める振り返り指導 

４：文法・表現の指導方法 

『話す力の育成』 

１：Speaking 指導で目指すゴール 

２：学級担任（専科教員）の指導姿勢 

３：Speaking 指導の悩み解決に向けて  

４：効果的なティーム・ティーチングに向けて 

『教室英語を身に付けよう』 

１：日本語と英語の違い 

２：英語使用の意味 

３：場面別の簡単表現 

４：MERRIER アプローチ 

５：授業への生かし方 

 

『効果的な指導と評価のあり方』 

１：英語教育の流れ 

２：効果的な学習に向けて 

３：教師の大切な姿勢 

４：具体的な４技能の指導方法 

５：形成的評価方法 

『小学校英語の授業作り』 

１：他教科の授業づくりを生かそう 

２：めあてと振り返りの重要性 

３：Authenticity, Personalization,  

  Creativity を生かした活動の配置 


